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Houser ら (1980) がラットの網様核で免疫組織化学的にクゃルタミン酸脱炭酸酵素活性を示すニューロンを報告して






ニホンザル (3.......8kg，雌雄) 6 頭を低体温深麻酔下で， 4%パラホルムアルデヒド， 0.5% グルタールアルデヒド，
0.2 %ピクリン酸を含む O.lM リン酸緩衝液 (pH7.4) で上行大動脈より濯流固定した。間脳を切出した後，マイクロ




室温で 2.3%の重クロム酸カリ， 0.19 %四酸化オスミウム水溶液中に 6.......7 日間，ついで 0.75 %硝酸水銀溶液中に 24
.......36時間静置した。更に前者の液に 2.......4 日間，次いで後者の液に 48 時間静置を 2 回繰り返した。最後に前者の液
に 2.......4 日間，後者の液に 72 時間静置したのち，切片を再び分離し，透徹にはキシレンに替えてレモン抽出物より精
製した Hemo De を用い Dammar resin で封入し光顕にて観察した。
2) GABA 免疫組織化学
切片に抗 GABA 抗体(木村 宏氏の好意による)を 4 0Cで 4 日間作用させ，次に室温でピオチン化二次抗体を 2
時間，アビジン・ビオチン HRP を 1 時間作用させた後， DAB 反応を行った。光顕観察用には一部，ニュートラルレッ
ドによる後染色を施した。電顕観察には DAB 反応後の切片を四酸化オスミウムで後固定酢酸ウランでプロック染





1 )コ、、ルジ鍍銀法により，網様核のニューロンは大・中・小型の 3 群に分類できた。大型細胞の細胞体は涙滴型(平





2) GABA 免疫組織化学法の光顕観察において，免疫反応を示さない大型(平均 22.3μmX 14.5μm) の涙滴型細胞
と，これを取り囲むように位置する GABA 陽性の点状構造物が認められた。電顕観察により，この点状構造物は主
にGABA陰'性の樹状突起に対称性にシナプスする神経終末であることがわかった。免疫反応が中程度の細胞体は紡錐





んど認められなかったが， GABA 陽性樹状突起に GABA 陰性神経終末が対称性及び非対称性にシナプスしていた。
一方 GABA陰性樹状突起に対称性にシナプスを形成する GABA 陽性神経終末があり，透明で球状のシナプス小胞を
容れていた。
(総括)
1.ゴ、ルジ鍍銀法と GABA 免疫組織化学法により，大型で GABA 陰性，中型で GABA 弱陽性，小型で、 GABA 強陽
性の 3 群のニューロンを見出した。














GABA 陽性点状構造物を認め電顕観察により これは GABA 陰性細胞にシナプスする神経終末であることがわかっ
た。弱陽性を示した細胞は中型，強陽性を示した細胞は小型で，紡錐形あるいは卵円形の細胞体を示した。
GABA 陽性小型細胞の電顕像は著明な核膜の陥入と乏しい細胞質が特徴的で，反応産物はミトコンドリアやシナ
フ。ス小胞，核に付着していたが，ゴルジ装置や核小体には認められなかった。 GABA 陽性樹状突起には GABA陰性
神経終末が，対称性あるいは非対称性にシナプスしていた。一方， GABA 陰性樹状突起に対称性にシナプスを形成す
る GABA 陽性神経終末があり，透明で球状のシナプス小胞を容れていた。
以上，高次機能に重要な視床網様核の GABA 作動性介在ニューロンをサルに於いて初めて同定したもので，博士
の学位に相当する研究と認める O
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